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• 形（プロセス），実態（開発力）の両立がなければ，真
の効果は出ない．← 当たり前

– 当たり前のことが開発組織の末端まで行き届いているで
しょうか？

よくあるやりとり

やるべきことをやっ
とらん

どのようにやれば
よいの？

それは，自分で考
えなさい この人，ほんとう

にソフト開発した
ことあるの？

形骸化
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• 開発プロセスに加えて，開発の実態に踏み込んだ開
発力（開発方法）に関する支援が必須

開発プロセスとの両輪としての開発力

できていない理由
があるはず

やるべきことを
やっとらん

忙しい開発現場に，考えることを増やしてもできるわけが
ない．一緒に，やり方を考えましょう
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ソフトウェアの資産価値から見た開発力

• ソフトウェア資産とは，組織活用可能なソフトウェア

– 一度作ったソフトウェアを開発者以外が簡単に利用・活用
できるソフトウェアのこと

– 実装力・設計力双方の完成度を高めて，達成が可能
• 劣化の防止も重要

Ⅱ
個人依存活用

Ⅳ
組織活用

Ⅰ
活用困難

コ
ー
ド
指
標

設計指標

劣化
劣
化

Ⅲ
半組織活用

ソフトウェア
資産

価
値
向
上

価値向上

アーキテクチャ
設計

設計力向上

実
装
力
向
上
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実装力向上施策：2001～2006

• 全社コーディング規約の策定

– 全社の実装起因の不具合事例の収集

– 有識者（品質部門，コンパイラ開発者，教育部門など）の
もと，コーディング規約の策定

• 開発実態に即し，活用性を考慮し，90ルールに限定

– 代表的な静的解析ツールのためのフィルタの開発．全社
配布

• C言語を使う高品質プログラミングの教育コースへ展開

• コードリファクタリング方法の規定

– 複雑度，関数行数，外部変数などコード指標の規定

– アーキテクチャ・リファクタリング方法のガイド化
• 開発現場の協力の元，リファクタリング事例作り

– 例：RTOS無しのループ構造から，RTOSの導入方法の定式化 など
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設計力向上施策：2007～

• 開発現場の設計課題の分析

– 流用開発の繰り返しにより，全体設計ができない技術者
の増加

– アーキテクチャ設計書が存在しない開発部門が多い
• 開発プロセスでは，方式設計工程の成果物は，アーキテクチャ設

計書になっているが．．．

• アーキテクチャ設計自体の意味が理解できていない人が大変多い

– できる人も表現することができない（表現手段がコードになっている）

【【開発者開発者】】

アーキテクチャ
設計書

存在しない
（頭の中）

詳細関数
仕様書

ソフトウェア
コード

要求

大量に存在
全体の把握には役

に立たない

開発戦略，判断，他者
伝達には使えない
（属人的な開発）
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アーキテクチャ設計の位置付け

開発
マネージ
メント

外部
委託

オフショア
生産性
向上

劣化
防止

テスト
効率化

技術
伝承

品質
作り込み

ソフトウェア
・アーキテク
チャ設計

・予定と進捗を合わせたい
・WBSを明確にしたい

・リスクを管理したい
・課題発生毎の擦り合わせ会議を減らしたい

・手離れよく委託したい
・委託しながらも

技術を社内に残したい

・設計の意図を伝えたい
・遠隔開発可能な開発単位の

切り出しを行いたい

・修正の影響範囲を明らかにしたい
・設計の意図に沿った修正・追加を行いたい
・依存関係を明らかにしたい

・達人の考えていることを
形式化して伝えたい

・上流工程での設計完成度を
高めたい

・意味あるレビューを実施したい

・再利用を促進したい
・機種開発を効率化したい
・機種毎の変動点を明らかに

したい（プロダクトライン開発）

・モジュール単位のテストを充実
させ，システムテストの負担を
軽減したい

• 様々な施策が成功するためには，ソフトウェアの全体
把握（アーキテクチャ設計）技術が根幹として必要



SPI Japan 2012 8

アーキテクチャ設計書への記載項目の規定

• 組込みソフトウェア設計の実態（動的設計の比重が高い）を
踏まえた設計項目を規定
– 設計ガイドライン，テンプレート，サンプル，ソフト構造の表記法の整備

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
設
計

（
詳
細
設
計
）

重要な
機能要件

ハードウェア

技術制約

管理制約

２
．
設
計
方
針

３
．
静
的
構
造

４
．
動
的
構
造

５
．
実
装
構
造

目論見 設計内容

１．設計の背景
（インプット）

トレーサビリティ

アーキテクチャ
設計

６
．
総
括

振り返り
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アーキテクチャ設計研修への展開

• ソフトウェア・アーキテクト育成応用研修（初級）

– 研修目標：個々の設計手法を組み合わせて，全体構造が設計できる

• 構造図（静的構造，タスク構造，状態遷移）として表現できる

• ソフトウェア・アーキテクト育成実践研修（中級）

– 研修目標：設計意図を他者に伝えることができる

• 設計内容に加えて，設計上重要な決定事項（根拠，方針など）を明確に説明

でき，実業務の中でアーキテクチャ設計書を策定することができる

• 研修成果物のレベルによりスキル認定を全社施策として実施

要求／
目論見

（製品戦略）

ソフトウェア・
アーキテクチャ

設計書

（設計範囲の規定） （全体俯瞰） （周知）

設計
方針

静的構造
設計

動的構造
設計

応用研修（初級）

実践研修（中級）
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今後の取組み

• 組込みソフトウェア開発に関する実装力向上・設計
力向上施策については，一応の目処

• アーキテクチャ設計が浸透している部署から，モデル
駆動開発（MDD），プロダクトライン開発（SPL）導入
を支援

• クラウド，ネットワークを含めた統合系ソフトウェア開
発における上流工程の明確化
– 具体的な実施項目・実施方法を明らかにしたい

– 要件獲得，要求仕様記述，統合系アーキテクチャ設計など



ご清聴ありがとうございました


